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1  持っているものが資産
　「あなたは、何を持っていますか？」と聞かれると、みなさんはカバン
の中の本やポケットの中の現金を思い浮かべるのではないでしょうか。
　しかし、それだけですか？
　家に帰れば、机や本棚といった家具、ステレオや携帯電話などの電気
製品をお持ちでしょう。

　これらのすべてが、あなたの『資産（assets）』ということになります。
　つまり、「持っていてプラスになるもの」、これが資産01）なのです。
　また、資産の多くは、「以前に買ったもの」でしょうから、金額をつけ
ることができるでしょう。
　では、みなさん、ここに「自分が持っているもの」を書き出してみましょ
う02）。

この金額を合計してみましょう。これがみなさんの資産の合計額です。

はじめに
「簿記」などというと、何か特別なことでもするかのように思ってしまう方が多くいら
っしゃいます。
しかし、そんなことはありません。身近なものに置き換え、みなさんの日常の生活を
ちょっと「簿記」という視点で見てみることです。そこにはいろいろな発見があり、ま
た、それらはとても役に立つものばかりです。
さあ、少しずつ簿記を学んでいきましょう。

みなさんの財産の状況は？ 重要度　★★★

自分貸
た い

借
しゃく

対
た い

照
しょう

表
ひょう

を作ろう！
Section

1

02）持っていないものは０
円とし、また、もらった
ものは適当に金額をつ
けてみてください。

01）現金はそのまま使えるし、
預金なら利息が付きます。
また、土地などは住んでも
よいし売ってもよいので、
持っていてプラスになり
ますね。このようなものが
資産です。

 現　金　　　　　 円 預　金　　　　　 円 衣　服　　　　　 円
 　本　　　　　　 円 家　具　　　　　 円 その他　　　　　 円
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2  持っていても資産でないもの
　「あなたは何を持っていますか？」と聞かれて、家族とか友人、また、
免許とか資格をイメージされた方もいることでしょう。
　確かに、これらはかけがえのない大切なもので「持っていてプラスにな
るもの」ではありますが、売却することも金額をつけることもできません。
ですから、これは簿記でいう『資産（assets）』にはなりません。

3  資産の具体例
　簿記上の資産には、次のものがあげられます03）。

現
げん

　　　金
きん

：所有している金銭や小切手など
預
よ

　　　金
きん

：普通預金・当座預金・定期預金など
繰
く り
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こ し

商
しょう

品
ひん

：お客さんに販売するための品物の期末在庫
売
うり

掛
かけ

金
きん

：商品を掛け（ツケ）05）で販売した場合に生じる債権
未
  み    しゅう にゅう きん

収 入 金：商品以外を売却 06）した場合に生じる債権
貸
かし

付
つけ

金
きん

：他人に金銭を貸した場合に生じる債権
備
び

　　　品
ひん

：コピー機・ファックス・電話機・パソコン・事務机など
車
しゃ

両
りょう

運
うん

搬
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具
ぐ

：営業用トラック・車など。単に車両ということもある
土
と

　　　地
ち

：会社の敷地など
建
たて

　　　物
もの

：会社の事務所・倉庫など

資産の例 04）

4  返さなければならないものが負債
「あなたが返さなければならないもの 07）」には、どんなものがありますか？
友人にお金を借りているとか、奨学金を借りている、という方もいるこ
とでしょう。

　これらの「これから支払わなければならないもの」のすべてが『負債 08）

（liability）』となります。金額は、みなさん自身がおわかりでしょう。
では、ここに「自分が返さなければならないもの」を書き出してみましょう。

　この金額を合計してみましょう。これがみなさんの負債 の合計額です。

03）例に上がっているものを
勘定科目といい、簿記上の
計算を行う単位になりま
す（Chapter2 Section1 参
照）。

04）これらの資産の勘定科目
は、学習が進むと自然に覚
えてしまいます。この段階
で暗記したりする必要は
ありません。

05）商品を先に渡して、代金
を後日受け取る形式の
取引を「掛け」といいま
す。

06）使っていたパソコンの売
却など。

07）つまり借りているもの、
これから支払わなけれ
ばならないもののこと
です。

08）負債は債務ともいわれ、
「いつ、誰に、いくら支払
うのかが決まっている
もの」でもあります。　
なお、奨学金には返済を
要しないものもあり、そ
のような奨学金は負債
には該当しません。

奨 学 金　　　　 円 借　　金　　　　円 そ の 他 　　　　円
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5  負債の具体例
簿記上の負債には、次のものがあげられます。

6  自由に使えるものが資本
「自由に使えるお金はいくらありますか？」と聞かれると、みなさんは
どう考えるでしょうか。
　持っている資産は、売れば自由に使えるお金になりますが、逆に借入
金などの負債は返さなければならないので、その分は自由に使えるお金
にはなりません。
　つまり、資産が 1,000万円あったとしても、負債が 700万円あれば、自
由に使えるお金は 300万円ということになります。

　そして、資産と負債の差額の 300万円が『資本（capital）』11）となります。
資本は「自分が自由に使える元

もと

手
で

」のことです。

資　　産  －  負　　債  ＝  資　　本

これらの、資産と負債・資本を一覧する表を「貸借対照表」といいます。

09） 負債の勘定科目です。
10） 商品を先に受け取って、
代金を後日支払う形式
の取引を「掛け」といい
ます。

11） 日商簿記３級では、『資
本』の項目として資本金
と利益剰余金のみを扱
います。 
なお、資本は貸借対照表
上では『純資産』と表示
されます。

買
かい

掛
かけ

金
きん

：商品を掛け（ツケ）10）で購入した場合に生じる債務
未
み

払
ばらい

金
きん

：商品以外（備品など）を購入した場合に生じる債務
借
かり

入
いれ

金
きん

：他人から金銭を借り入れた場合に生じる債務

負債の例 09）
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7  自分貸借対照表を作ろう
　持っているもの「資産」を左側に、返さなければならないもの「負債」と
差額（資産－負債）の自由に使える元手「資本」を右側に書いてみましょう。
実はこれで「自分貸借対照表」の出来上がりです。

　みなさんの貸借対照表は、どんな貸借対照表になったでしょうか？
　資産が多くて負債が少なければリッチな貸借対照表、逆に資産が少な
くて負債が多いと貧しい貸借対照表ということになります。

8  貸借対照表は資産・負債・資本の一覧表
　「あなたの財産の状況を聞かせてください」といわれたら、みなさんは
もう、資産だけではなく、負債や、資本についても答えることができる
でしょう。
　貸借対照表は「一定時点の会社の財政状態を一覧表で示したもの」であ
り、それは「何をいくら持っていて、誰にいくら返さなければならないの
ですか？」という問いかけに対する答えでもあるのです。

9  貸借対照表の特徴
　貸借対照表は左側に資産を書き、右側に負債と資本を書くというルー
ルになっています。
　また、左側〔＝資産〕の金額と右側〔＝負債＋資本〕の金額は必ず一致し
ます。資本が、資産と負債の差額ですから当然ですね。そして、貸借対
照表は左側と右側の金額が一致（バランス）することから「Balance Sheet
（バランス・シート）：Ｂ/Ｓと略す」ともいわれます。

借入金 1,000万円現　金 200万円

預　金 300万円

建　物 500万円

備　品 300万円 資本金 300万円

貸借対照表

負　　　債
資　　　産持っているもの⇒

資　　　本

⇒

返さなければならないもの

⇒

差　額（自由に使える元手）

自分貸借対照表
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10  ホームポジションを知ろう
　貸借対照表では、資産を左側に、負債と資本を右側に示しましたが、
この資産が左側、負債と資本が右側というのが、それぞれの項目のホー
ムポジション、つまり通常あるべき位置になります。
　そして、ホームポジション側に書かれると増加、逆側に書かれると減
少を意味することになります12）。
　たとえば、現金や預金、土地や建物といった資産は、増えたときはホー
ムポジションである左側、逆に減ったときはホームポジションの逆側で
ある右側に記入します。
「増加はホームポジション側、減少はホームポジションの逆側に記入す
る」というのが簿記のルールになっています13）。

12） 最終的に、資産は左側
に、負債は右側に残りま
すが、それまでの間に増
えることも減ることも
あります。

13） 左の図はよく覚えておき
ましょう。とくにホームポ
ジション（増加側）が大切
です。

ホーム
ポジション⇒

⇒ホーム
ポジション

資　産

（＋）
増　加

（－）
減　少

負　債
（－）
減　少

（＋）
増　加

⇒ホーム
ポジション

資　本
（－）
減　少

（＋）
増　加

次に示す資産・負債から、会社の財政状態を示す貸借対照表を作成しなさい。

 現　金 50万円 預　金 100万円 建　物 800万円
 車　両 100万円 借入金 600万円 資本金 ？ 万円

Try it 例題 貸借対照表

解答

解説
　資本金は、資産から負債を差し引いて計算します。これは、資本金が正味で自由に
使えるお金を意味しているためです。
　資　産：50万円＋100万円＋800万円＋100万円＝1,050万円
　負　債：600万円
　資本金：1,050万円－600万円＝450万円

現　金

預　金

建　物

車　両

50
100
800
100

万円
万円
万円
万円

借入金

資本金

600

450

万円

万円

貸借対照表


